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福 島 県
大 沼 郡
三 島 町

三島町は、福島県の西部を流れる只
見川沿いの小さな町です。優良な「会
津桐」の産地として知られるほか、
小正月の行事「サイノカミ」や、野
山の材料で作る「編み組細工」など
の伝統が受け継がれ、「日本で最も
美しい村」連合に加盟しています。

主 な 内 容
 平成２９年度桐の里町民運動会　　　２
第 13 回会津の編み組工芸品展・
　第７回ものづくり再光　　　　 ３
会津産杉材を使った木質サッシを開発  ４
まちの話題 　　　　　　　     　    ５
町民記者通信　　　　　　　  ６～７
　　　　  　   　　　 

三島町生活工芸アカデミー
　平成 30 年度受講生募集　　８～９
健康で元気な毎日！　　　　  　  １０
図書のご案内　　　　　　　　   １０
町史編さん室だより　　      　      １１
宮下病院からのお知らせ　　　   １２
情報配信・お知らせ             １３～１５
町長日記                                              １６

きれいに咲きました
「名入ざる菊園」に咲いたざる菊（６ページに関連記事）



スポーツの秋　地区で一致団結

　平成 29 年度桐の里町民運動会は 10 月８日、三島町町民運動場で行わ
れました。雨天により過去２年は中止だったため、３年ぶりの開催とな
りました。
　地区対抗綱引きは、西方地区が優勝を飾り、また地区対抗縄跳びも、
西方地区が２回合計 113 回を飛び優勝しました。地区対抗玉入れでは、
滝谷地区が 26 個を入れ見事優勝しました。
　新種目の「もう逃がさない輪」ほか、「わなげオリンピック」「グラウ
ンドゴルフグランプリ」など計 12 種目を行い、子どもから高齢者まで
多くの皆さんが参加して楽しみました。
　一年のうちで、町民の皆さんが最も多く集まる町民運動会。家族そろっ
て楽しむ姿が見られました。

平成 29 年度桐の里町民運動会

賞 作　　品 材　質 作　　者 市町村

福 島 県 会 津 地 方 振 興 局 長 賞 シ ョ ル ダ ー バ ッ グ ヒロロ・アカソ・モワダ 阿　部　節　子 柳 津 町

会 津 若 松 市 長 賞 シ ョ ル ダ ー バ ッ グ ヒ ロ ロ・ モ ワ ダ 大　山　達　朗 会 津 若 松 市
喜 多 方 市 長 賞 お 出 掛 け 籠 真 竹 ・ 籐 鈴　木　真由美 喜 多 方 市
北 塩 原 村 長 賞 手 提 げ 籠 山 ブ ド ウ 高　橋　マサノ 北 塩 原 村
磐 梯 町 長 賞 洗 濯 籠 ア ケ ビ 菅　家　千代子 三 島 町
会 津 坂 下 町 長 賞 シ ョ ル ダ ー バ ッ グ ヒロロ・アカソ・モワダ 齋　藤　タケ子 会津坂下町
湯 川 村 長 賞 鶴 亀 飾 り 藁 野　中　　　勇 会 津 美 里 町
柳 津 町 長 賞 手 提 げ 籠 山 ブ ド ウ 福　田　耕　士 三 島 町
会 津 美 里 町 長 賞 手 提 げ 籠 山 ブ ド ウ 馬　場　定　子 会 津 美 里 町
三 島 町 長 賞 手 提 げ バ ッ グ ヒロロ・アカソ・モワダ 渡　部　マ　サ 三 島 町
金 山 町 長 賞 果 物 入 れ マ タ タ ビ 栗　田　伝三郎 金 山 町
昭 和 村 長 賞 手 提 げ バ ッ グ ヒ ロ ロ・ モ ワ ダ 渡　部　好　子 昭 和 村
南 会 津 町 長 賞 ス カ リ シ ョ ル ダ ー ヒ ロ ロ・ モ ワ ダ 五十嵐　タメ子 三 島 町
只 見 町 長 賞 手 提 げ バ ッ グ ク ル ミ 飯　塚　慶　助 只 見 町
三 島 町 議 会 議 長 賞 手 提 げ 籠 山 ブ ド ウ 二　瓶　　　譲 三 島 町
福 島 民 報 社 賞 手 提 げ 籠 山 ブ ド ウ 五十嵐　富　一 三 島 町
福 島 民 友 新 聞 社 賞 あ ず き 濾 し 笊 マ タ タ ビ 菅　家　哲　夫 金 山 町

奥会津三島編組品振興協議会長賞

し め 縄 ス ゲ 片　桐　利　永 湯 川 村
籠 竹 三　星　智　善 喜 多 方 市

米 研 ぎ 笊 マ タ タ ビ 市　川　里　美 金 山 町
帽 子 カ ラ ム シ 菅　家　タカ子 昭 和 村
長 財 布 山 ブ ド ウ 小　池　ケイ子 三 島 町
手 提 げ 籠 山 ブ ド ウ 角　田　清　義 三 島 町
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第
13
回
会
津
の
編
み
組
工
芸

品
展
は
10
月
14
日
・
15
日
、
交

流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
津
管
内
の
市

町
村
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
５
０
９

点
（
88
人
）
の
作
品
を
審
査
し
、

「
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
」
を
出
展

し
た
阿
部
節
子
さ
ん(

柳
津
町)

が
、
最
高
賞
の
福
島
県
会
津
地

方
振
興
局
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

２
日
間
で
約
１
５
０
０
人
の

来
場
者
が
訪
れ
、
初
日
は
開
場

前
か
ら
長
い
行
列
が
で
き
て
い

ま
し
た
。
マ
タ
タ
ビ
細
工
や
ヒ

ロ
ロ
細
工
な
ど
の
実
演
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
伝
統
工
芸
士
の
皆

さ
ん
が
来
場
者
に
優
れ
た
技
を

披
露
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
山
ブ

ド
ウ
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
ヒ
ロ
ロ

コ
ー
ス
タ
ー
手
作
り
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
自
然
素
材

に
よ
る
手
作
り
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
生
活
工
芸
館
に
お
い

て
、
第
７
回
も
の
づ
く
り
再
光

が
同
時
開
催
さ
れ
、
編
み
組
細

工
以
外
の
木
工
、
漆
や
木
綿
な

ど
工
芸
品
の
お
店
が
並
び
、
来

場
者
は
作
品
を
手
に
取
り
、
作

り
手
と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

編
み
組
細
工
の
魅
力
を
発
信
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第
７
回
も
の
づ
く
り
再
光

地区対抗綱引きで熱戦を繰り広げる浅岐・間方チーム
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まちの話題

エ
アコン、一眼レフカメラなどを贈呈

とうほう・ふるさと総活躍応援私募債贈呈式
　とうほう・ふるさと総活躍応援私募債贈呈式は 10 月 20 日に町民
センターで開催され、東邦銀行より三島小・中学校にエアコンが１
基ずつ、滝谷建設工業㈱より小学校に一眼レフカメラ、中学校にホ
ワイトボードが贈呈されました。これは私募債発行手数料の一部を
学校などへの寄贈に充てる「東邦銀行のふるさと総活躍応援私募債
制度」を滝谷建設工業㈱が活用したものです。

楽
しく汗を流して交流深める

秋季ビーチバレーボール大会
　秋季ビーチバレーボール大会は 10 月 18・19 日に三島中学校体育館で行われました。年齢制限のある１部、
制限のない２部に分かれて試合が行われ、１部はオール桑原チーム、２部は six ange チームがそれぞれ優勝し
ました。回を重ねるごとに全体的にレベルが向上し、白熱した試合が展開されました。

お
月見団子をつくったよ

お月見の会 &Let's Enjoy English!
　お月見の会 &Let's Enjoy English! は十五夜の日にあたる 10 月４日、

「からんころん」で行われ、親子など約１５人が参加しました。栗
城博子さん ( 宮下）を講師に、お団子を丸めて月見飾りを作ったり、
みたらしやあんこと一緒にして楽しく味わいました。また、ALT の
アマンダ先生にお月見に関する英語のフレーズを教わったり、ジェ
スチャーゲームなどをして楽しみました。

認
知症について正しく理解

認知症サポーター養成講座
　三島中学生と保護者を対象にした認知症サポーター養成講座は
10 月 21 日に三島中学校体育館で行われ、劇やグループワークを通
して認知症に関する正しい知識を学びました。この講座は、自分の
できる範囲で認知症の方を手助けするサポーターを養成するため、
認知症キャラバン・メイト会の主催で定期的に行っています。

１部優勝　オール桑原チーム ２部初優勝　six ange チーム
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定
住
促
進
の
た
め
、
起
業

す
る
方
や
雇
用
創
出
を
行
う

方
に
対
し
て
、
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
制
度
で
す
。
起

業
支
援
、
雇
用
創
出
支
援
と

も
に
町
内
に
住
所
が
あ
る
こ

と
な
ど
、
い
く
つ
か
の
条
件

を
満
た
せ
ば
利
用
で
き
ま
す
。

　

起
業
支
援
は
、
本
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
あ
る
よ
う
な
、

試
作
開
発
に
必
要
な
経
費
の

ほ
か
、
広
告
宣
伝
に
か
か
る

費
用
や
、
設
備
や
備
品
の
購

入
、
事
業
所
な
ど
の
家
賃
に

充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

雇
用
創
出
支
援
は
、
新
た

に
雇
う
正
社
員
ま
た
は
パ
ー

ト
の
賃
金
や
社
会
保
険
料
な

ど
を
補
助
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
地
域
政
策
課
☎
（
48
）

５
５
３
３
ま
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

に
な
る
こ
と
ば

気

会津産杉材を使った木質サッシを開発

特
許
を
取
得
し
完
成
し
た

木
質
サ
ッ
シ

会
津
の
山
を
次
の
世
代
へ

アイパワーフォレスト㈱代表取締役社長　

　　　　　　　　　　金澤秀光さん

木質サッシの構造を説明する金澤さん

三島町起業・雇用創出支援事業補助金を活用

　

川
井
地
区
に
支
所
が
あ

る
、
ア
イ
パ
ワ
ー
フ
ォ
レ
ス

ト
㈱
が
、
会
津
産
杉
材
を
活

用
し
た
木
質
サ
ッ
シ
を
製
品

化
し
、
会
津
の
山
林
資
源
の

有
効
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
「
会
津
の
山
を
守
り
、
山

に
携
わ
る
人
た
ち
を
育
て
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
会
津
の
杉
材
が
持

つ
特
性
を
活
か
し
た
製
品
の

開
発
を
進
め
て
い
ま
す
」
と

語
る
ア
イ
パ
ワ
ー
フ
ォ
レ
ス

ト
㈱
代
表
取
締
役
社
長
の
金

澤
秀
光
さ
ん
。
平
成
28
年
度

に
町
の
「
起
業
・
雇
用
創
出

支
援
事
業
補
助
金
」
を
活
用

し
、
厳
し
い
自
然
で
育
ま
れ

た
会
津
の
杉
材
を
活
用
し
た

サ
ッ
シ
の
研
究
と
試
験
を
行

い
ま
し
た
。
木
質
サ
ッ
シ

は
、
金
属
製
の
サ
ッ
シ
と
違

い
、
結
露
し
に
く
く
強
度
が

あ
り
、
簡
単
に
加
工
で
き
る

こ
と
か
ら
屋
内
用
の
サ
ッ
シ

に
適
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
低
温
で

時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
乾
燥

さ
せ
る
こ
と
で
、
ね
じ
れ
や

狂
い
に
も
強
く
な
る
こ
と
も

わ
か
り
ま
し
た
。

　

サ
ッ
シ
の
構
造
は
特
許
を

取
得
し
て
お
り
、
耐
久
性
と

高
断
熱
性
を
実
現
し
、
さ
ら

に
ス
ム
ー
ズ
な
開
閉
を
行
え

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま

す
。
開
発
し
た
サ
ッ
シ
は
す

で
に
市
販
さ
れ
て
お
り
、
喜

多
方
市
内
な
ど
で
利
用
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

早
戸
地
区
の
つ
る
のIO

RI

カ
フ
ェ
に
も
試
作
品
の
木
質

サ
ッ
シ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
開
発
し
た
木
質
サ
ッ

シ
は
、
高
付
加
価
値
製
品
と

し
て
販
売
し
、
会
津
の
木
材

の
品
質
の
良
さ
を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
計
画
で
す
。
ま

た
、
杉
材
だ
け
で
な
く
、
桐

材
を
使
っ
た
木
質
サ
ッ
シ
の

開
発
に
取
り
組
む
な
ど
の
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。　

　

 

金
澤
さ
ん
は
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
「
ま
ず
は
木
こ
り

と
し
て
の
活
動
が
主
軸
に
な

り
ま
す
。
今
回
の
木
質
サ
ッ

シ
な
ど
、
会
津
の
木
材
を

使
っ
た
付
加
価
値
の
あ
る
製

品
を
販
売
す
る
の
は
、
会
津

の
山
を
守
る
た
め
で
す
。
今

回
の
よ
う
な
木
質
サ
ッ
シ
な

ど
を
販
売
し
利
益
を
生
む
こ

と
で
活
動
を
活
発
化
し
、
木

を
切
り
、
運
ぶ
た
め
の
機
械

を
導
入
す
る
こ
と
で
作
業
の

合
理
化
を
進
め
、
次
の
世
代

へ
技
術
を
伝
え
、
会
津
の
山

を
守
る
人
た
ち
を
育
て
る
こ

と
が
ア
イ
パ
ワ
ー
フ
ォ
レ
ス

ト
㈱
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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町民記者通信

　今年２年目となる「名入ざる菊園」では、会員 13 人が参加し、10 月 9
日～ 10 日の２日間、開花を迎えたざる菊園および周辺道路の草刈り、看
板設置等の整備作業を行いました。会員の皆さんも、昨年１度経験してき
たせいか積極的に作業にあたり、見違えるほどきれいに仕上がりました。
10 月 10 日現在の開花状況は、赤紫（本来はピンク色ですが色の変化あり）
が満開となり、続いて黄色、オレンジ、赤、白、紫の順で開花すると予想
されます。全体的には、昨年より 10 日ほど早い感じがします。
　10 月 12 日のざる菊園オープンから 11 月 26 日（予定）のクローズまで、
比較的長い間観賞できますので、お誘い合わせのうえご来園くださいます
よう、会員一同心よりお待ちしております。

名入ざる菊園　整備作業　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　文・写真  五十嵐公男さん（名入）

　10 月 20 日、例年行われている「ボランティアいわくら」主催による「高
齢者をお招きしての昼食会」がふるさとセンターで行われました。
　当日はボランティアいわくらの会員が午前９時にふるさとセンター調理
室に参集し、早速昼食の調理に取りかかりました。
　今回の献立は、栗ごはん、お吸い物、煮物、揚げ物（鶏の唐揚げ、海老
フライ）、卵焼き、酢の物、カボチャの甘煮、果物 ( オレンジ ) と色とりど
りの盛りつけとなりました。
　会食の前に、交流センター山びこに勤務されている学芸員の川合正裕さ
んによる「西方の歴史について」と題し講演していただきました。詳しい資料
をもとに、いにしえの西方の歴史にタイムスリップすることができました。
　秋を彩る味覚いっぱいの会食で、心も体も癒される時間となりました。
　会食中には、次から次へと交代しながら「佐渡おけさ」の歌い回しや、
全員による「ふるさと」の大合唱となり大いに盛り上がった昼食会となり
ました。

「ボランティアいわくら」による秋を彩る昼食会　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文・写真  本名与四郎さん（西方）

　福島県農林水産部林業振興課が主催する「木めぐり探検バスツアー・奥
会津コース」の見学者が、10 月 14 日午前中に早戸本村に来ました。この
ツアーは、モデルハウス等の見学を通じて福島県産材の利用状況を学び、
その利用を促進することを目的として福島県森林環境税を活用して行って
いるもので、今年で２回目になるとのことです。
　今年の「奥会津コース」の参加者は、家の建築を検討している家族等約
30 名。早戸本村では佐久間建築工業㈱が今年建設した「板倉造り」のモ
デルハウスと、地元材を活用して建設した住宅を見学し、関係者から地元
材の活用状況と利用方法について、具体例を見ながら説明を受けました。
午後は、名入地区で伐倒作業を見学し、その後「森のしごと舎」で木工体
験を行いました。
　このような活動を通じて、会津材への理解が深まり、少しでも利用促進
に貢献できれば良いと思います。

木めぐり探検バスツアーの見学者が早戸本村へ　
文・写真  橋本光五郎さん（早戸）

　「名入ざる菊園」（代表：五十嵐公男）のざる菊が見ごろをむかえ、11 月 26 日（予定）まで開園しています。
会員の皆さんが手塩にかけて整備した、色とりどりのざる菊をぜひご覧ください。

※周辺に駐車場がありませんので、車でお越しの際は交流センター山びこの駐車場をご利用ください。

名入ざる菊園　

※すべて 10 月 26 日撮影

　「広報みしま」は、皆さんに親しまれる広報誌を目指して編集しています。町からのお知らせを分

かりやすく伝えることはもちろん、町民の皆さんの顔、声を掲載することが最も大切と考えています。

皆さんの思い、努力、願いなどが、読まれる方の関心を引き、感動を与えます。「広報みしま」は、

町民の皆さんのための広報誌です。いつでも情報をお待ちしています。

広報みしま　皆さんからの情報提供をお待ちしています

㉄ 総務課総務係   ☎（48）5511

11 月 26 日まで
交流センター山びこ隣で開園しています
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も
し
、ご
家
庭
に
古
い
文
書
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

☎
︵
52
︶
２
１
６
５

　

先
月
号
で
、
大
谷
の
二
瓶
常
松
翁
が
ア
サ
︵
大
麻

繊
維
︶
を
移
出
し
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
大
谷
で
は
、
ア
サ
が
た
く
さ
ん
栽
培
さ

れ
、
繊
維
で
の
出
荷
・
布
に
織
っ
て
の
販
売
が
続
け

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
二
十
三
年
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

が
制
定
に
強
く
関
わ
っ
た
大
麻
取
締
法
の
成
立
後
は
、

免
許
制
と
な
っ
た
た
め
全
国
各
地
で
栽
培
さ
れ
て
い

た
ア
サ
は
次
第
に
無
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
現
在

栽
培
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
栃
木
県

鹿
沼
市
で
あ
り
、
新
規
栽
培
は
申
請
し
て
も
ほ
ぼ
許

可
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ア
サ
の
繊
維
を
取
っ
た
後
に
残
っ
た
幹
は
オ
ガ
ラ

︵
ア
サ
ガ
ラ
︶と
し
て
、
カ
ヤ
︵
ス
ス
キ
︶
と
と
も
に

屋
根
葺
き
の
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、
そ
れ
自
体
が

商
品
と
な
り
流
通
も
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
村
大
芦

で
生
産
さ
れ
た
オ
ガ
ラ
が
馬
に
よ
る
輸
送
で
美
女
峠

を
越
え
、
大
谷
の
民
家
の
屋
根
葺
き
材
と
な
っ
た
こ

と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
養
蚕
の
導
入
が
進
ん
だ
大
谷

地
区
で
は
オ
ガ
ラ
が
不
足
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

大
谷
村
の
近
世
文
書
を
確
認
す
る
と
、
江
戸
時
代

の
は
じ
め
か
ら
ア
サ
栽
培
が
確
認
で
き
ま
す
。
江
戸

時
代
、
今
で
い
う
奥
会
津
に
は
「
内う
ち
な
ら
し慣

︵
均
な
ら
し

と
も
︶」

江
戸
時
代
か
ら
の
ア
サ
の
栽
培
記
録
（
大
谷
地
区
）

な
ど
と
呼
ば
れ
る
割わ
り
ち地
制
度
︵
土
地
の
良
し
悪
し
を

均
等
化
す
る
た
め
に
田
畑
を
村
人
同
士
で
交
換
す
る

慣
行
︶
が
あ
り
、
三
島
町
で
も
大
谷
村
な
ど
で
は
田

や
畑
の
土
地
を
く
じ
引
き
で
決
め
る
場
合
が
あ
り
ま

し
た
。

　

寛
文
十
二
年
︵
一
六
七
二
︶「
麻
畑
慣
申
帳
」、
天

和
三
年
︵
一
六
八
三
︶「
あ
さ
畠
分
申
帳
」
に
そ
の
記

録
が
あ
り
、
畑
の
場
所
の
名
前
を
記
し
、
畑
に
番
号

を
ふ
り
、
現
時
点
で
の
耕
作
者
名
を
記
し
、
く
じ
引

き
を
し
て
新
し
い
耕
作
者
を
決
め
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

元
禄
三
年
︵
一
六
九
〇
︶
に
前
年
の
大
谷
川
の
洪

水
の
影
響
を
鑑
み
、
麻
畑
の
「
内
慣
」
を
求
め
、
肝

煎
や
地
主
な
ど
が
郷
頭
に
訴
え
た
史
料
も
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

安
政
三
年
︵
一
八
五
六
︶
九
月
「
麻
流
失
書
上

帳
」
に
は
八
月
二
十
五
日
の
夜
に
大
谷
川
が
洪
水

と
な
り
、
畑
か
ら
収
穫
し
て
川
原
に
干
し
て
い

た
ア
サ
二
百
五
十
一
把
が
流
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ

れ
、
大
谷
村
の
村
人
十
名
が
そ
れ
ぞ
れ
五
把
か
ら

六
十
把
を
失
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
貞
享
元
年

︵
一
六
八
四
︶、
会
津
若
松
城
下
近
く
の
幕
ノ
内
村
肝

煎
で
あ
る
佐
瀬
与
次
右
衛
門
が
ま
と
め
た
﹃
会
津
農

書
﹄
に
は
麻
の
作
り
方
が
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
一
反
歩
の
畑

か
ら
の
麻
の
収
量
は
、
中
の
出
来
で
二
十
束
、
上
の
出
来
だ

と
二
十
五
束
ほ
ど
に
な
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
会
津
の
平

野
部
と
山
間
部
で
は
収
量
が
異
な
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
大

谷
村
の
洪
水
被
害
に
あ
て
は
め
算
定
し
て
み
る
と
、
中
の
出

来
だ
と
二
百
五
十
一
把
は
十
二
反
歩
、
上
の
出
来
だ
と
十
反

歩
と
な
り
、
約
十
か
ら
十
二
反
歩
分
の
ア
サ
が
流
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

カ
ラ
ム
シ
︵
苧
麻
︶
は
県
内
で
は
昭
和
村
し
か
現
在
で
は

残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
か
つ
て
は
奥
会
津
一
帯
で
生
産
さ
れ
、

繊
維
の
ま
ま
越
後
︵
新
潟
県
︶
に
出
荷
さ
れ
た
の
に
対
し
、

ア
サ
は
繊
維
か
ら
糸
を
製
し
て
布
に
織
り
、
自
家
用
・
販
売

用
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
事
例
は
奥
会
津
・
三
島
町
に
限
っ
た
こ
と
で

は
な
く
、
今
で
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
、
日
本
列
島
各
地
、

そ
し
て
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
ア
サ
栽
培
は
身
近
な
も
の
で
し

た
。
一
方
、
沖
縄
や
台
湾
で
は
ア
サ
は
栽
培
さ
れ
た
歴
史
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
は
カ
ラ
ム
シ
が
現
在
も
栽
培
さ
れ
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

文　

三
島
町
史
編
さ
ん
専
門
委
員　

菅
家　

博
昭

町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り
第 22 回

●今月のおすすめ

●新着本の紹介　

i（アイ） 著者：西　加奈子

題　　名 著　　者
  女の子が生きていくときに、覚えていて
  ほしいこと 西 原 理 恵 子

  自律神経どこでもリセット！ずぼらヨガ 崎 田 ミ ナ

　「この世界にアイは存在しません」数学教師
が授業中に発した言葉に衝撃を受ける主人公
のアイ。アイはシリアから養子としてアメリ
カ人の父と日本人の母のもとへ引き取られた
子どもだ。祖国の内戦、災害、結婚・妊娠な
ど様々なことがらを通し、自分の存在と世界
について考え抜いていく。

町民センターゆめぽけっと

図書のご案内

　○利用時間
　　㊊～㊏　　午前９時～午後９時
　　㊐・祝日　午前９時～午後５時

　○お休み
　　年末年始
　　　問公民館　☎（４８）５５９９

　下記の雑誌を毎月購読しています。
　　ひよこクラブ・たまごクラブ・
　　山と渓谷・オレンジページ・壮快・
　　Ｎｕｍｂｅｒ

健康で元気な毎日！
vol.8

町民課保健福祉係　☎４８－５５６５ 健診結果から健康へ！

　生活習慣病はその名の通り適正な生活習慣で予防が可能です。また、生活習慣病になった後も、生活習慣を改善
することで、脳血管疾患（脳卒中）、心疾患、慢性腎臓病、透析などの重症化状態を防ぐことができます。
　そのため、町では特定健診を受けていただいた方のデータを読み取り、その中から、生活習慣病を発症しそうな
方、生活習慣病で重症化する恐れのある方への訪問をさせていただき、相談、指導を行っています。相談、指導を
受けられた多くの方が、忙しい生活の中でも、生活習慣を変える努力をされ、生活習慣病を発症しないで済んだり、
血液データがよくなり、高血圧や糖尿の薬が減り、重症化予防を達成されています。
　現在の法律では各保険者（入っている保険の管理者）が皆さんの健診結果に責任を持ち保健指導をすることが義
務付けされていますが、なかなか健診結果に対する指導を受ける機会のない方も多いと思います。そのような方は
いつでも町保健師にご相談ください。お声掛けおまちしてます！

相談、指導を行ってからの皆さんの変化

①重症化は？（脳卒中、心臓病に新たになった人の数）
脳血管疾患（脳卒中） 虚血性心疾患（心臓病）

平成 24 年 １１人 １０人
平成 27 年 ２人 ４人
平成 28 年 ２人（軽症） ３人

②医療費は？（国保１人あたりの医療費）
平成 25 年 ２６，１８６円 県内第３位（ワースト）
平成 27 年 ２８，２５７円 県内第１０位
平成 28 年 ２４，２２７円 県内第４４位

※生活習慣病になってしまう方は生活習慣が悪いという理由からだけでなく、その人の持ってる体質（遺伝）や様々
　な要因が関係します。しかし、体質などによりなりやすい方は、より多く生活習慣に注意を払えば悪化や発症
　を防ぐことができます。
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◆
診
療
日
誌
　

　
残
薬
に
つ
い
て

︻

︼

宮下病院からのお知らせ

愛ばんしょ外来のお知らせ
　宮下病院では、毎週木曜日「在宅療養生活支援外来（愛

ばんしょ外来）」を行っています。

　①病気や障がいを抱えて家で生活する方や、家族から

　　の介護や生活についての相談窓口

　②地域に住む方々の健康維持・増進、介護・疾病予防

　　のための支援

　③地域に住む方々が気軽に立ち寄れる交流場所の提供

　　などを目的に、看護師、薬剤師、栄養士、リハビリ

　　スタッフが皆様の在宅生活のためのお手伝いをさせ

　　ていただきます。

※相談コーナーでは、例えば……
　「健康のことを考えたいけど、何をすればいい
　のかわからない」
　「介護のコツを知りたい」
　「話し相手が欲しい」
など、健康、介護、医療に関することについて
ご相談をお受けします。

月　　日 内　　容

11 月９日㊍
・相談コーナー
・住民交流イベント「おとなの塗り絵教室」

11 月 16 日㊍
・相談コーナー
・健康教室「普段どれくらいの塩分をとってい    
　るかをチェックしよう」（講師：管理栄養士）

11 月 30 日㊍

・相談コーナー
・健康教室「介護ロボットを体験しよう」
　（講師：（一財）ふくしま医療機器産業推　
　進機構職員）

12 月７日㊍
・相談コーナー
・健康教室「ミサイル発射時の行動～命を守
　ろう～」（講師：看護師）

㉄宮下病院　☎（52）2321

＜各コーナーの開催時間のお知らせ＞
　相談コーナー 　　午前 9 ～ 12 時、午後１時～午後４時
　健康教室　　　　 午前 11 時～午前 11 時半
　住民交流イベント 午前 10 時～午前 11 時
　　宮下病院外来待合室で行います。

※健康教室の内容は、変更になる場合があります。

「みしま健康ポイント」の対象です！「みしま健康ポイント」の対象です！

　

残
薬
と
は
、
飲
み
忘
れ
、
処
方
の
重
複
、
自
己
判
断
に
よ
る

薬
の
中
止
な
ど
に
よ
り
、
使
わ
ず
に
余
っ
て
し
ま
っ
た
薬
の
こ

と
で
す
。

　

残
薬
を
無
駄
な
く
使
用
す
れ
ば
薬
代
の
節
約
に
も
な
り
ま
す

が
、
誤
っ
て
使
用
す
る
と
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
危
険
性
も
あ
り

ま
す
の
で
、
薬
の
取
扱
い
に
は
十
分
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
薬
が
余
ら
な
い
よ
う
に
、
医
師
や
薬
剤
師
の
説
明

の
と
お
り
使
い
切
り
ま
し
ょ
う
。
自
己
判
断
に
よ
る
服
用
の
中

止
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

や
む
を
得
ず
薬
が
余
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
古
く
な
っ
た
薬

は
捨
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
開
封
し
た
薬
は
、軟
膏
は
３
个

月
、目
薬
は
１
ヵ
月
が
廃
棄
の
目
安
で
す
。飲
み
薬
に
つ
い
て
は
、

薬
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
の
で
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
調
剤
年
月
日
が
わ
か
ら
な
い
薬
は
、
迷
わ

ず
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

　

残
薬
を
使
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
病
院
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

残
薬
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
薬
を
病
院
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

使
え
る
か
ど
う
か
医
師
・
薬
剤
師
が
確
認
し
、
使
え
る
場
合
は

今
後
の
服
用
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
残
薬
は
他
人
に
あ
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
病

院
や
診
療
所
で
渡
さ
れ
た
薬
は
、
医
師
が
一
人
ひ
と
り
の
そ
の

時
の
状
態
、
症
状
な
ど
を
考
え
て
選
ん
で
い
ま
す
。
自
分
と
同

じ
症
状
だ
と
思
っ
た
人
で
も
、
そ
の
人
の
身
体
に
合
わ
な
け
れ

ば
危
険
な
状
態
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
残
薬
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
場
合

は
、
お
気
軽
に
当
院
の
医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

費用は無料です。また、参加すると「みしま健康ポイント」が貯まります。どなたでもご利用可能で
すので、お気軽にお越しください！（予約不要です）　職員一同、心よりお待ちしております！

宮
下
病
院　

薬
剤
部
長　

近
藤　

剛

ポ

各種お知らせ

第 69 回全国植樹祭
一般参加者（県内公募）を募集しています

平成２９年 11 月９日～ 11 月 15 日

火の用心　ことばを形に　習慣に
平成 29 年度　全国統一防火標語

　火災が発生しやすい時期を迎えるに当たり、火災予防思想の普及を図ることで、火災の発生を防止し、高齢
 者等を中心とする死者の発生を減少させるとともに、財産の損失を防ぐことを目的として、毎年この時期に実
 施しているものです。

　　火災がひとたび発生すると、大切な生命や財産等を失う可能性があります。そこで、火災が発生したとき
　の効果的な対処方法を覚えましょう。　
　１. 早く知らせる（通報）
　　 火事が起きたときまずは誰かに助けを求めることが重要です。
　２. 早く消す（消火）
　　 火が床など横に広がっているだけの間は初期消火に努めましょう。
　　 ※火が天井に達したり、大きく広がっていたら無理な消火は行わない。
　３. 早く逃げる（避難）
　　 姿勢を低くし、ハンカチやタオルで鼻と口を当て、煙を吸わないようにする。

　～稲わらは燃やさずにすき込みましょう～
　　会津地方では、稲刈り後の稲わら焼却が、毎年問題になっています。稲わらを焼却すると、土壌の有機質
　資源の減少による米の品質低下をはじめ、地域住民から煙害等の苦情や交通障害、観光地のイメージダウン、
　更に、火災の発生等、極めて憂慮する状況にあります。
　　稲わらは、貴重な有機資源です。是非、稲わらを有効活用した【秋のすき込み】をしましょう。
　《野外焼却（野焼き）について》
　　『廃棄物の処理及び清掃に関する法律（第16条の 2）』により、野外焼却（野焼き）は、一部の条例を除
　き禁止されています。なお、農業者が行う稲わら等の焼却が、周辺住民の迷惑となる場合（通報含む）は、
　指導の対象になります。

　「育てよう　希望の森を　いのちの森を」をテーマに、福島県相馬市で開催される、第 69 回全国植樹祭の
参加者を募集しています。東日本大震災の被災地で初めて開催され、緑豊かなふるさとの再生や復興に向け
た福島の姿を発信する、全国植樹祭に参加してみませんか。

○募集人数　　　1,500 人（応募者多数の場合抽選）
○申込受付期間　平成 29 年 11 月 30 日まで
○募集区分
　（１）個人での応募
　（２）グループ・家族（２名以上 20 名以下）での応募
○応募方法
　（１）インターネットでの申込（推奨）
　（２）専用の応募用紙を郵送または持参
○問い合わせ先
　第 69 回全国植樹祭福島県実行委員会事務局　☎ 024（521）8658

平成 30 年６月 30 日開催

㉄会津坂下消防署　三島出張所　☎（52）3032
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区　分 管　内 三島町

空 き 巣 ね ら い ３

忍 び 込 み

出 店 荒 ら し 1

自 動 車 盗

自 転 車 盗 10

ひ っ た く り 1

街 頭 犯 罪 合 計 20 0

全 刑 法 犯 99 3

※
全
刑
法
犯
に
は
街
頭
犯
罪
以
外
︵
器
物
損
壊
、

　

暴
行
、
傷
害
、
万
引
き
、
詐
欺
な
ど
︶
の
犯

　

罪
発
生
件
数
が
含
ま
れ
ま
す
。

※
右
記
発
生
件
数
は
、
平
成
29
年
1
月
1
日
か

　

ら
の
累
計
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

街
頭
犯
罪
発
生
件
数
︵
平
成
29
年
9
月
30
日
︶

なりすまし詐欺  被害件数７０件  １億３，６８５万円

カクニンジャー福くん

　サイト料金未納などをかたりお金を
だまし取る「架空請求詐欺」の被害が
多発しているので、注意でござる。ま
た、会津方面では、例年「還付金や融
資保証金詐欺」も多く発生しているの
で、油断は禁物でござる。

会津坂下警察署よりお知らせ

（平成 29 年 9 月末現在）前年同期比　－８件　－ 9,137 万円

特に被害額が多いのは
架 空 請 求 詐 欺
オ レ オ レ 詐 欺
還 付 金 等 詐 欺
融資保証金詐欺

33 件　7,286 万円
25 件　5,530 万円
  7 件　   481 万円
  5 件　   388 万円

インターネット被害防止

「あ・と・が・こ・わ・い」運動実施中
スマートフォンを利用して……

「あ」　会わないで！（知らない人と）
「と」　撮らないで！（自分の裸を）
「が」　画像を送らないで！
「こ」　個人情報を載せないで！
「わ」　悪口を書き込まないで！
「い」　いじめないで！（ネットを使って）

㉄福島県会津坂下警察署生活安全係　☎ 0242（83）3451

自転車の盗難に気をつけましょう！

　昨年中は 15 件の自転車盗が発生しまし
た。４・５・８月に多く発生し、駅前など
の駐輪場だけでなく、自宅敷地から盗ま
れるケースも多く発生しています。また、
被害自転車のすべてが無施錠でした。

①確実に施錠しましょう。
②ワイヤー錠などもう一つ取り付け　 　  
　 ツーロックを心がけましょう。

被害を防ぐには

自衛隊高等工科学校生徒募集

募集職種 資格 受付期間 試験期日 将来の展望

高
等
工
科
学
校
生
徒

推薦

男子中卒（見込み含む）
17 歳未満の、成績優秀
かつ生徒会活動等に顕
著な成績をおさめ、学
校長が推薦できるもの

平成 29 年
12 月１日㊎まで

平成 30 年１月６日㊏～８日㊊
（いずれか１日を指定）

　将来、陸上自衛隊におい
て、高機能化・システム化
された装備品を駆使・運用
するとともに、国際社会に
おいても自信を持って対
応できる自衛官となる者
を養成するため、中学校卒
業等を対象に採用する制
度です。

一般
男子中卒（見込み含む）
17 歳未満の者

平成 30 年
１月９日㊋まで

１次試験
平成 30 年１月 20 日㊏

２次試験
平成 30 年２月１日㊍～４日㊐

（いずれか１日を指定）

　応募先・お問い合せ
自衛隊福島地方協力本部　会津若松出張所
〒 965-0825　会津若松市門田町黒岩字大坪 57-1　☎ 0242（27）6724

　 

社  

会  

福  

祉  

協  

議  

会  

よ  

り 

  

㉄
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
（
52
）
３
３
４
４

ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン

11
月
７
日
㊋　

町
民
セ
ン
タ
ー

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
ご
寄
附

︵
ご
遺
志
に
よ
る
も
の
︶

森　

田　

賢　

三　

様
︵
川
井
︶

大　

竹　

重
一
郎　

様
︵
滝
谷
︶

暮
ら
し
の
法
律
教
室
&
法
律
相
談
会

11
月
22
日
㊌　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
４
時
30
分

町
民
セ
ン
タ
ー　

視
聴
覚
室

情 報 配 信

㊟住民基本台帳による数値です。増減数は
前月との比較、出生・死亡・転入・転出は
前月 1 カ月間に届出のあった人数です。

町
の
人
口
と
世
帯︵
10
月
１
日
現
在
︶

人口 ₁︐₆₇₉

増減

✚₂ 出生 ₂

男 ₈₂₂ ✚₂ 死亡 ₀

女 ₈₅₇ ₀ 転入 ₂

世帯 ₇₇₈ ₀ 転出 ₂
︵
10
月
届
出
：
敬
略
称)

※
掲
載
を
希
望
す
る
方
も
さ
れ
な
い
方
も
、
各

種
手
続
き
時
に
﹃
広
報
み
し
ま
掲
載
同
意
書
﹄

に
記
載
事
項
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

㉄
総
務
課
総
務
係　

☎
︵
48
︶
５
５
１
１

︻
納
期
限　

11
月
30
日
︼

▼
国
民
健
康
保
険
税
︵
第
４
期
︶

▼
介
護
保
険
料
︵
第
４
期
・
普
通
徴
収
︶　

▼
後
期
高
齢
者
保
険
料

　
　
　
　
　
　

 ︵
第
４
期
・
普
通
徴
収
︶

　

忘
れ
ず
に
納
付
く
だ
さ
い
︒

　

㉄
町
民
課
町
民
係　

☎
（
48
）
５
５
５
５

末
永
く
お
幸
せ
に

今
月
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

11
月
分
納
税
の
ご
案
内

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

今
月
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
町
　
か
　
ら
　
お
　
知
　
ら
　
せ

  

森
　
田
　
チ
ナ
ミ  （
91
才
・
川
井
）

  

大
　
竹
　
重
　
正  （
93
才
・
滝
谷
）

　三島町固定資産評価審査委員に目黒忠昭
さん（滝谷）が再任され、矢澤源成町長か
ら委嘱状が交付されました。
　固定資産評価審査委員は、固定資産の評
価額に関する不服の審査を公平な立場で行
います。任期は 3 年間です。

三島町固定資産評価審査委員に
   目黒忠昭さん（滝谷）を再任

㉄会津若松税務署　個人課税第一部門　
　☎ 0242（27）4314

三島町教育委員会委員に
   五十嵐豊子さん（大石田）を新任

　三島町教育員会委員に五十嵐豊子さん（大
石田）が任命され、矢澤源成町長から委嘱
状が交付されました。
　教育委員は地域の教育、文化、スポーツ
等の振興などについて審議します。任期は 4 
年間です。
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平

成
29

年
11

月
２

日
発

行
(毎

月
第

1
金

曜
日

発
行

)

　
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
展
望
と
課
題
」
が
新
聞
記
事
等
に
掲
載
さ
れ
る
機
会
が
目
に

つ
き
ま
す
。
町
民
の
皆
様
も
関
心
の
あ
る
事
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
は
石
油
や
石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
「
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

と
は
違
い
、
太
陽
光
や
風
力
、
地
熱
な
ど
の
自
然
界
に
存
在
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
で

す
。
環
境
に
優
し
く
枯
渇
す
る
心
配
が
な
い
た
め
、新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
、

国
も
導
入
と
普
及
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
代
背
景
は
様
々
な
視
点
が
あ
り
、
特
に
日
本
や
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情

や
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
等
々
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
の
約
８
割
程
度
を
化
石
燃
料
が
占
め
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
に
依
存
し
て
お
り
ま
す
。

国
の
統
計
に
よ
り
ま
す
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
約
７
％
程
度
で
す
。

　

最
近
の
世
界
情
勢
は
混
沌
と
し
、
か
つ
不
安
定
な
状
況
で
す
。
新
聞
紙
上
で
政
治
や
経

済
、
そ
し
て
社
会
欄
を
み
る
と
一
目
瞭
然
で
す
。
新
興
国
の
経
済
発
展
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
の
増
大
、
石
油
や
ガ
ス
等
化
石
燃
料
の
市
場
価
格
の
高
騰
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

中
東
地
域
の
不
安
定
さ
は
石
油
利
権
を
め
ぐ
る
世
界
的
な
様
々
な
思
惑
の
結
果
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
状
況
は
結
果
と
し
て
化
石
燃
料
利
用
の
増
大
に
伴
う
温
室
効

果
ガ
ス
の
増
加
等
々
を
踏
ま
え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
背

景
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
主
要
な
も
の
で
５
種
類
あ
り
ま
す
。
①
太
陽
光
発
電
。
三

島
中
学
校
や
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
若
者
単
身
用
住
宅
等
の
屋
根
に
発
電
用
の
パ
ネ
ル
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
②
風
を
利
用
し
て
風
車
型
の
発
電
機
を
回
す
風
力
発
電
。
③
宮
下
発
電

所
に
代
表
さ
れ
る
水
力
発
電
。
近
年
は
赤
谷
川
や
大
谷
川
等
の
小
河
川
に
も
設
置
で
き
る

小
規
模
発
電
所
も
あ
り
ま
す
。
④
稲
わ
ら
、
林
地
残
材
、
家
畜
の
排
せ
つ
物
な
ど
生
物
資

源
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
。
⑤
火
山
な
ど
の
熱
を
利
用
し
た
地
熱
発
電
で
す
。

　

代
表
的
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
挙
げ
ま
し
た
が
、
三
島
の
地
域
の
規
模
か
つ
雇
用

の
場
等
々
の
費
用
対
効
果
を
考
え
な
が
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
有
り
方
を
、

行
政
、
町
民
の
方
や
環
境
省
の
研
究
所
の
専
門
家
を
交
え
て
議
論
し
て
い
ま
す
。
出
来
な

い
理
由
を
挙
げ
る
の
で
な
く
、
ど
う
し
た
ら
で
き
る
の
か
と
い
う
事
を
考
え
て
く
だ
さ
い

と
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
回
の
第
29
回
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
具
体
的
な
考
え
を
記
述
し
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
島
町
長　

矢
澤　

源
成

町
長
日
記 

～
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
課
題
～

№ 28

　
　
　

　
　
　

三島町産会津地鶏キャンペーン　好評開催中！
　三島町会津地鶏振興会では、11 月 30 日まで「三島町産会津地鶏キャンペーン」を開催しています。
町内で三島町産会津地鶏を通常よりお得に食べることができます。また、宿泊施設では特別メニューを
用意しています。
　ご家族やご友人もお誘いのうえ、この機会にぜひ三島町産会津地鶏をお楽しみください！
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